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研究成果の概要（和文）：大学体育実技授業にタブレット端末を導入した結果、情報通信機器を活用した授業への影響
は積極性や興味関心、競技レベルによって差異があった。授業中に撮影した映像を授業後に閲覧させるため、動画変換
・共有サーバーを構築し試用したところ、円滑な授業遂行のためには利用手続きの簡素化が重要であることが明らかと
なった。
これらの試行等を通じて得られた知見をもとに、体育学部においてクラウドサービス活用や映像撮影・編集に関する授
業を行った。多くの学生はそれらの機能を知らないか未経験であり、情報通信技術活用に関する情報共有の重要性が示
された。そこでスポーツ活動に特化した技術情報サイトを構築した。

研究成果の概要（英文）：Tablet computers were implemented into a university badminton course to investigat
e their educational effect. As the result, responses from students may vary with their levels of interests
, motivations and abilities. To store and share video clips which recorded during the class using tablet, 
we developed a video conversion and sharing system. It was confirmed that procedures need to be done in th
e class must make more short and clear so that it might not to interrupt the classwork.
Based on the knowledge of those trials, we hold lessons in our university to study cloud computing service
s, video shooting and editing. Most students had less knowledge and experience for these topics. This show
s that it is important to share information about utilization of ICT in sports. Now we are developing a we
b site to introduce technical information for sports activities.
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質問 全平均 消極派 積極派 自信派 中間派
映像を見られてよい 4.56 4.2 4.9 4.8 4.6
専門競技で使いたい 4.48 4.1 4.9 4.8 4.4
ビデオは良好 4.33 3.6 4.8 4.5 5.0
他授業でも使いたい 4.19 3.9 4.4 4.8 4.0
積極的になった 3.93 3.5 4.4 4.5 3.6
技術向上した 3.85 3.3 4.5 3.8 4.0
示範を見られてよい 3.70 3.4 3.8 4.5 3.6
指導の際に使いたい 3.63 3.4 3.4 4.3 4.0
会話が増えた 3.33 2.6 4.1 3.3 3.6
使うのは面倒 2.22 2.2 1.8 3.5 2.0
使うのは難しい 1.48 1.5 1.5 1.3 1.6

１．研究開始当初の背景 
現代の競技スポーツでは、コンピュータや
映像技術の活用を含めたテクニカル活動が
勝敗を分ける大きな要因となりつつある。特
に競技レベルが高い場合にその傾向が顕著
であり、オリンピックをはじめとする国際競
技大会のレベルでは、競技力向上のために映
像機器やコンピュータなどの様々な情報通
信技術が活用されている。 
一方、情報通信技術は日々めざましい発展
を遂げている。高精細なハイビジョン映像機
器が一般家庭まで広く普及し、スローモーシ
ョン撮影が可能なハイスピード式のカメラ
が安価に登場するまでになっている。 
このような状況にも関わらず、現在、スポ
ーツにおいて情報通信技術の活用が十分に
為されているかという点には疑問符がつく。
国際レベルで競う一流の選手達あるいは一
部のプロスポーツについては、国立スポーツ
科学センターや民間企業の情報科学サポー
トやテクニカル支援など先端の情報通信技
術を使った競技力向上に取り組んでいるこ
とが知られているが、それ以外の競技レベル
においては活用が進んでいないと予想され
る。スポーツに対する志向性、例えば競技志
向か健康志向かによって情報通信技術を活
用したテクニカル活動の多寡が生じること
は当然と言える。しかし、実際には様々な阻
害要因から、トップレベルに偏重した情報通
信技術の活用状況なのではないかと考えら
れる。 
本研究では多様な競技レベルにおいて情
報通信技術を活用することで競技力の向上
を目指すとともに、より一層スポーツを楽し
み、実施できるように、情報通信技術活用に
関する実践的な試行と調査研究とを通じ、ス
ポーツにおける情報通信技術活用のための
教育プログラムを検討する。 
 
２．研究の目的 
 本研究はスポーツ活動に寄与する情報通
信技術活用に関して、以下の各項目について
調査・研究することを目的とする。 
(1) スポーツにおける映像活用に関して、特
に近年普及が進み注目が集まるタブレット
コンピュータとクラウドサービスとに着目
し、大学における体育実技科目などの実践的
活用を通じて、それらの有効性や問題点など
を明らかにする。 
(2) インターネットを通じたスポーツ動画や、
スポーツ関連情報の配信について実際の配
信を行うなど実証的な手法により効果・影響
を分析する。 
(3) 実践的な情報通信技術活用に関する研究
成果や調査結果に基づいて、体育学部学生に
対する教育プログラムの検討を行う。 
(4) 本研究を通じて得られた調査結果、また
は開発した教育プログラム等を広く公開す
るための、情報サイトを構築し、情報の発信
を実施する。 

３．研究の方法 
(1)①大学で開講されている『バドミントン』
の実技授業にタブレットコンピュータを導
入し、それらの利活用状況を調査するととも
に、受講生への質問紙調査を行い、タブレッ
ト導入の影響を調査する。 
②大学で開講されている『テニス』の実技授
業にタブレットコンピュータを導入し、授業
中に撮影した動画を、クラウドサービスを利
用し共有するなど、動画の活用を図る。 
(2)Ustream など映像配信の登場により、スポ
ーツイベントなどの映像配信が容易に行え
る環境が整いつつある。スマートフォンを使
用すれば、いつでもどこからでも動画を参照
することも可能である。そこで本研究では、
ライブカメラ映像やスポーツイベントなど
実際の映像配信を通じ、問題点や課題などを
調査する。 
(3)前述の個別の情報通信技術活用事例や大
学におけるスポーツ活動での活用状況調査、
さらに国立スポーツ科学センターなどでの
アスリートサポート活動、文献調査などの結
果を踏まえ、体育系大学におけるスポーツの
ための情報通信技術活用のための教育プロ
グラムを検討する。 
(4)スポーツ活動における情報通信技術活用
に関する情報サイトをクラウドサービス上
に構築する。 
 
４．研究成果 
(1)①バドミントンの実技授業において、受
講生 2名に対して 1台のタブレット端末を貸
与し、互いにショットのフォームを撮影・確
認させ、師範映像との比較などに取り組ませ
た。その結果、学生の情報リテラシレベルに
関わらずタブレットは肯定的に受け入れら
れ、またビデオ映像がスキル獲得に貢献した
と考えた受講生は 88％にのぼった。調査紙の
回答について因子分析とクラスタ分析を行
った結果、タブレットを活用した授業の捉え
方あるいは影響は、授業への積極性や興味関
心、競技レベルによって差異があることが明
らかとなった（図１）。 
この結果から、授業における情報通信技術活
用に関しては、学習意欲や競技レベルに応じ
たより個別的な活用手法の必要性が示唆さ
れた。 
 

図１ 全体・クラスタ別授業後の感想 
 



②授業中にタブレットを用いて撮影した映
像を、授業後に個人のスマートフォンで再生
するために、動画共有サーバーを構築した。
様々なスマートフォン上で動画を再生する
ためには動画変換機能が必要であった。本研
究では動画サーバーをクラウド上に構築し、
動画の自動変換とダウンロードによる配信
サービスを構築した（図2）。PCおよびAndroid, 
iOS のスマートフォンに対応するため本研究
では H.264、640×480pixel, 800kbps, AAC-LC 
64kbps の動画形式を採用した。 
体育実技科目で試用した結果、授業中に撮
影された映像を学生個人のスマートフォン
で問題なく再生できることを確認した。一方、
授業で円滑にこれらを利用していくには、適
切なタブレット台数を授業中に使用するこ
と、さらにアップロード等の手順をより簡潔
にするなど、授業の流れを妨げない工夫が重
要となることが明らかとなった。 

図２ 動画共有システム利用イメージ 
 
(2)水辺スポーツ活動支援の一環として鹿屋
体育大学で提供しているライブカメラシス
テムについて、スマートフォンやタブレット
からのライブ映像の閲覧を可能とするため
に再構築を行うこととした。今回は、セキュ
リティカメラとライブストリーミングサー
バーによりシステムを構成することで、iOS
と Androidを含む各種の情報端末に向けたラ
イブストリーミング配信を可能とした。 
2012年8月には大学対抗選手権自転車競技大
会のインターネットライブ中継を実施した。
ロードレース中継では、山間部に設置した中
継ポイントでの電源とネットワーク回線の
確保が問題となった。また、中継映像の制作
では多数の機材と多人数のオペレータ・カメ
ラマンが必要であった。 
4日間で合計19時間にわたる放送時間に対し、
延べ視聴者数 11,051 名、延べ視聴時間は
2,847 時間であった。作成した映像ソースは、
会場の大型モニタに表示されたり解説音声
のために審判席に提供されたりと配信以外
にも応用された。システム構成を図３に示す。 
ロードレースの中継では、競技に参加するチ
ームでスマートフォンを使って中継映像か
ら状況を確認するなど、競技上での利用も確
認できた。一方で、高い品質のコンテンツを
提供するにはそれなりの機材や設備、知識や

経験と人的パワーが必要であり、また関係者
との協力や連携が重要な要素であることを
確認した。 

図３ ライブ中継システム構成図 
 
(3)スポーツの現場においては、映像の活用
が重要である。撮影の対象は個人の動作や戦
術的な確認など様々なものが考えられ、同じ
競技においても目的に応じた撮影を行う必
要がある。使用する機器にも一般的なビデオ
カメラからデジタルカメラ、スマートフォン
など様々な候補があり、機器の特徴に応じた
使い分けが必要となる。撮影後の映像は、適
切な方法で利用者に提示することが求めら
れる。即時的なフィードバックから事後のフ
ィードバックまで、提示する時間間隔も様々
となる。事後のフィードバックでは映像編集
が可能となり、目的に応じて効果的な映像を
作成することが重要である。映像の提示につ
いては映像メディアを再生する方法からス
マートフォン・タブレット等を使った個別再
生まで様々な方法が考えられる。特にネット
ワークを使った映像提示については、クラウ
ドサービスの活用によって、一般の利用者で
も簡単かつ安価に行えるようになった。 
このような状況を踏まえ、筆者が担当する体
育系学部の1,2年次向けに開講されている情
報処理科目において表１に示すテーマでの
解説や演習を行った。 
 

表１ 情報通信技術活用に関する項目一覧 
 
クラウドのファイル共有を使った動画の共
有や動画編集などは、授業前には経験のない
学生が大半であった。授業後には「便利そう
だ」「自分の種目で使ってみたい」などの声
が多く聞かれ、このような情報が十分に得ら
れていない状況が確認できた。情報通信技術
活用に関する情報共有が今後重要となろう。
今回、映像の撮影については各自の所有する
機器を使って実施したが、機器間での比較や
目的に応じた機器選択などに関する内容も
必要であると考えられた。 
現在、初等中等教育ではタブレット端末の活
用が注目されている。また、研究(1)の実践
経験からもタブレットは体育・スポーツでの

 

動画の自動変換 

授業後＠自宅 
授業中＠学内 

動画サーバ 

アップロード 

準備されたタブレットを使用 個人の端末を使用 

ダウンロード 

情報処理A クラウド上のサービス解説、活用例紹介
情報処理B クラウド上の各種サービスの特性と利用（演習）
情報処理C メディアリテラシー（映像の理解）
情報処理C 映像撮影（カメラの仕組み、カメラワーク）
情報処理C ビデオ編集（演習、課題作成）



活用に適していると考えられる。今後はタブ
レット端末の活用に着目した研究を展開し、
その成果を教育プログラムに反映させてい
く予定としている。 
(4) スポーツ活動における情報通信活用の
重要性は増大していると考えられるが、技術
革新のスピードは速く、インターネット上か
ら適切な情報を抽出することも容易ではな
い。そこで特にスポーツでの活用に特化した
映像技術情報サイトの構築を試みることと
した。 
本サイトは情報のスピーディーな提供や共
同での編集作業などのために、商用のクラウ
ドサービス上にWikiを用いて構築した。Wiki
では文書間のリンクの構築を簡便に実現で
きるため、関連する情報を連携させたサイト
が作成し易く、さらに利用者も関連情報を見
つけやすいという特徴を有する。試行システ
ムのトップ画面を図４に示す。今後、掲載す
る情報を増やすとともに、最新の情報へとア
ップデートしていく予定である。 

 

図４ Wiki を用いた技術情報サイト 
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